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自然研究路は大涌谷の自然を観察するための自然公園施設で、大涌谷園地から
噴煙地近くまでを周回する延長約700mの散策路。
かつては、日中に自由入場することができ、大涌谷の定番観光コースだったが、
平成27年の火山活動活発化以降は、入場規制（閉鎖）が続いている。

１大涌谷自然研究路とは

観光客でにぎわっていた自然研究路（平成20年撮影） 現在は入場規制（閉鎖）
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２自然研究路再開に向けたこれまでの経過

平成27年５月６日 箱根山の噴火警戒レベルが２に引き上げられたことに伴い、
自然研究路を含む大涌谷園地が閉鎖

平成28年４月～ 自然研究路内のシェルターの設置等（ハード対策）に着手

平成28年７月26日 大涌谷園地の一部再開
自然研究路については、閉鎖を継続

令和元年５月 自然研究路内のシェルター７棟が完成
シェルターの整備を含むハード対策が完成

令和３年３月 自然研究路の入場を引率入場方式で行うことに決定（ソフト対策）
箱根山火山防災協議会にて、安全な再開方法として採択

自然研究路の再開に向けて、これまで専門家や関係機関の意見を聴取して、利用者
の安全を最優先に、安全対策に取り組んできた。
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３自然研究路再開に向けた安全対策

想定事象 ハード対策（施設整備等） ソフト対策（避難体制の整備等）

噴石
・シェルターの整備
・避難経路標識の整備
・ヘルメット等の配備

（引率入場方式による対策）
・監視員等による常時監視
・入場受付時に火山ガスの影響を受けやすい方
（高感受性者）でないこと等の確認
・体調不良者への迅速な対応
・火山現象等に対する注意喚起等
・避難者の把握漏れを防ぐための参加者の把握
・非常時の円滑な避難誘導体制の構築
・確実な全員避難を行うための入場者リストの把握

（その他）
・的確な避難誘導を行うための研修、訓練等
・自然研究路管理の手引きの策定
・大涌谷周辺の観光客等の避難誘導マニュアルの
改定

火山ガス
・検知器の設置による24時間観測
・大涌谷園地内に設置した検知器との
連携

土石流 ・雨量計、伸縮計の設置による24時間観測

総合
・往路の復旧
・緊急避難路の整備
・監視カメラの設置

自然研究路の再開に必要な安全対策をハード・ソフトの両面から実施した。

ハード対策は、平成28年度～令和元年度にかけて整備を完了した。
ソフト対策は、令和２年度～３年度にかけて整備を完了した。



4

４引率入場方式

【引率入場方式の概要】
・ 監視員2名が列の先頭と最後尾につく形で、団体行動で散策
・ 1日4回、各回定員30名、各回約40分間
・ 火山ガス基準値超過時のほか、雨天・強風・霧などの天候時は中止
・ 大涌谷園地安全対策協議会（県、町、園地事業者で構成）が運営

平時及び緊急時の安全対策を最優先に、引率入場方式による自然研究路の再開
方法を定めた。

【入場条件】
・ 火山ガスの影響を受けやすい呼吸器疾患や心臓疾患等を持たないこと
・ 小学生以上で、非常時には自力で走って逃げられること
・ ウェブサイトから事前予約すること
・ 当日受付で安全対策に必要な実費相当額（ １人500円）を協力金として負担すること
・ 入場時は配布するヘルメットを着用すること
・ 監視員の指示に従い団体行動を取ること
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５避難誘導訓練の実施

引率入場方式により自然研究路が再開していることを想定して、大涌谷におけるごく
小規模な突発噴火を想定した避難誘導訓練を実施した。

引率入場方式で実際に関わる人員を配置し、30人の一般観光客役を避難誘導して、
安全対策の確認をした。
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以上から、自然研究路再開の準備が整いました。

６自然研究路の再開

〇 シェルター整備等のハード対策

〇 引率入場方式等のソフト対策

〇 火山ガス安全対策専門部会を複数回開催して、専門的知見も踏まえながらの対策

〇 自然研究路が再開したことを想定した、避難誘導訓練等

平成２７年５月６日に自然研究路が閉鎖されてから、約６年９ヶ月に渡る、ソフト
ハード面からの安全対策に係る取組みが完了した。



自然研究路の再開準備は整いましたが、
現在、本県がまん延防止等重点措置の対象区域
であることを踏まえ、

自然研究路再開は、

まん延防止等重点措置
（又は緊急事態宣言）

が終了後

にすることを提案いたします。
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